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v
・
v
脳
．
爆
一
瞳
、
略
、
　
今
年
の
町
成
人
式
は
、
五

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
諜
巽
編
韓
器
難
載

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
蕎
弾
　
　
　
　
　
づ
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
翁
　
鮒
総
合
セ
ン
マ
を
会
場
に
行

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
歪
　
　
　
蔚
・
な
わ
れ
ま
し
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
轡
、
一
　
　
蝋
孝
　
式
典
は
、
島
田
教
育
長
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
峯
瓦
　
　
　
　
黛
取
禽

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ず
あ
い
さ
つ
で
始
ま
り
、
秋
山

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
釜
　
　
　
至
厨
町
長
・
小
堺
町
議
会
副
議
長

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
誰
霧
鱗
器
鮒
繕
騰
㎎
藪

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
憾
鶴
・
藷
多
後
に
成
奨

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
欝
　
叢
霧
“
譲
激
蘇
藩
歴
齢

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
拳
る
峯
｝
誉

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
譲
遷
銭
購
骸
難
矯
蜷
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
繋
嚢
鎌
講
談
陵
い

↓
襲
髄
器
獣
馨
』
雛
爆
言
い
の
言

秋
山
町
長
の
は
な
む
け
の
言
葉
　
　
、
　
　
　
　
、
　
式
典
後
、
記
念
撮
影
、
記

↓希望に満ちた新成人のスタート！

　　　自信に溢れた明るい表情に町の未来が託される。
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↓総合センター広場の庭に記念植樹

念
植
樹
が
行
な
わ
れ
、
そ
の
後
、
テ
ー

ブ
ル
を
か
こ
ん
で
の
会
食
と
続
き
、
ユ

ー
モ
ラ
ス
な
自
己
紹
介
等
も
あ
り
、
明

る
く
和
や
か
な
成
人
式
で
し
た
。

↓
成
人
者
を
代
表
し
て
斉
木
茂
子
さ
ん

が
答
辞
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工事

道

フなど議決

懸
灘
縷
統
峠

　
五
月
十
三
日
町
議
会
第
2
回
臨
時
会

が
招
集
さ
れ
、
峠
地
区
簡
易
水
道
新
設

工
事
の
契
約
な
ど
6
件
の
議
案
が
付
託
、

議
決
さ
れ
ま
し
た
。
主
な
内
容
は
次
の

と
お
り
で
す
。

報
告
事
項
（
専
決
処
分
の
承
認
に
つ
い
て
）

。
松
代
町
税
条
例
の
一
部
改
正
・
国
民

健
康
保
険
税
条
例
の
一
部
改
正
・
役
場

支
所
設
置
条
例
の
一
部
改
正
に
つ
い
て

専
決
処
分
し
た
こ
と
を
報
告
し
承
認
さ

れ
ま
し
た
。

。
一
般
会
計
補
正
予
算
（
第
8
号
）
に

つ
い
て
、
既
定
の
歳
入
歳
出
予
算
の
総

額
に
そ
れ
ぞ
れ
六
、
七
一
四
万
八
千
円

を
追
加
し
、
総
額
を
そ
れ
ぞ
れ
一
九
億

三
、
二
〇
〇
万
円
と
専
決
処
分
し
た
こ

と
を
報
告
し
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

◇
　
松
代
町
特
別
土
地
保
有
税
審
議
会

　
条
例
の
制
定
に
つ
い
て

　
地
方
税
法
の
規
定
に
基
づ
き
、
町
の

特
別
土
地
保
有
税
審
議
会
の
組
識
及
び

運
営
に
関
す
る
事
項
を
定
め
ま
し
た
。

（
53
年
4
月
－
日
か
ら
適
用
さ
れ
ま
す
。
）

◇
　
非
常
勤
の
特
別
職
の
職
員
の
報
酬

　
及
ぴ
費
用
弁
償
等
に
関
す
る
条
例
の

　
一
部
改
正
に
つ
い
て

　
町
特
別
土
地
保
有
税
審
議
会
委
員
の

報
酬
（
日
額
三
、
七
〇
〇
円
）
　
・
費
用

弁
償
（
一
、
二
〇
〇
円
）
を
定
め
、
条

例
に
加
え
ま
し
た
。

（
53
年
4
月
1
日
か
ら
適
用
さ
れ
ま
す
ψ

◇
　
松
代
町
統
合
中
学
校
寄
宿
舎
本
館

　
建
築
エ
事
の
請
負
契
約
に
つ
い
て

　
工
事
費
　
一
億
五
五
〇
万
円

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ン
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（

　
請
負
者
　
新
潟
市
・
加
賀
田
組

　
　
　
　
　
加
賀
田
達
二

（
5
月
9
日
指
名
競
争
入
札
に
付
し
た

も
の
で
す
。
）

◇
　
団
体
営
土
地
改
良
事
業
（
室
野
第

　
2
地
区
第
2
工
区
区
画
整
理
工
事
）

　
の
契
約
に
つ
い
て

　
工
事
費
　
五
、
八
○
○
万
円

　
請
負
者
　
室
野
建
設

　
　
　
　
　
南
雲
文
吉

（
5
月
9
日
指
名
競
争
入
札
に
付
し
た

も
の
で
す
。
）

◇
　
峠
地
区
簡
易
水
道
建
設
工
事
の
請

　
負
契
約
に
つ
い
て

　
工
事
費
　
一
億
四
、
四
八
○
万
円

　
請
負
者
　
新
潟
市
・
加
賀
田
組

　
　
　
　
　
加
賀
田
達
二

　
期
　
間
　
昭
和
5
3
年
5
月
1
5
日
か
ら

　
　
　
　
　
昭
和
5
4
年
3
月
3
0
日
ま
で

（
5
月
1
0
日
指
名
競
争
入
札
に
付
し
た

も
の
で
す
。
）

御
存
知
で
す
か

　
　
　
　
国
民
年
金
の
免
除
制
度
を
〃

　
国
民
年
金
制
度
は
社
会
情
勢
の
変
化

に
対
応
し
て
改
正
を
重
ね
、
今
や
老
後

の
生
活
設
計
の
礎
に
な
る
ま
で
成
長
し

ま
し
た
。
一
方
国
民
年
金
保
険
料
も
発

足
時
の
月
一
五
〇
円
が
現
在
は
二
七
三

〇
円
と
高
く
な
り
ま
し
た
が
、
こ
の
不

況
の
中
、
み
な
さ
ん
の
中
に
〃
国
民
年

金
保
険
料
を
納
め
る
ゆ
と
り
が
な
い
〃

と
い
う
人
は
い
ま
せ
ん
か
…
…
。
国
民

年
金
に
加
入
し
て
い
る
人
は
、
将
来
に

年
金
を
受
け
取
る
条
件
と
し
て
、
決
め

ら
れ
た
期
間
保
険
料
を
納
め
な
け
れ
ば

な
り
ま
せ
ん
が
、
そ
の
間
に
失
業
し
た

り
、
災
害
に
あ
っ
た
り
し
て
、
保
険
料

を
納
め
る
の
が
困
難
に
な
っ
た
場
合
に

は
、
保
険
料
の
納
付
を
免
除
す
る
制
度

が
あ
り
ま
す
。
こ
の
免
除
を
受
け
る
に

は
、
国
民
年
金
保
険
料
免
除
申
請
書
を

出
し
て
審
査
を
受
け
な
け
れ
ば
な
り
ま

せ
ん
。
た
と
え
ば
五
三
年
度
分
ま
る
ま

る
免
除
を
受
け
た
い
と
言
う
場
合
は
、

七
月
末
日
ま
で
に
手
続
を
し
な
け
れ
ば

な
り
ま
せ
ん
。
も
し
、
こ
の
手
続
を
怠

り
、
保
険
料
を
滞
納
し
て
お
く
と
、
将

来
、
年
金
が
受
け
ら
れ
な
い
こ
と
も
あ

り
ま
す
。
こ
の
不
況
下
で
保
険
料
の
納

付
が
困
難
な
方
々
は
、
役
場
の
国
民
年

金
係
嶺
智
せ
下
さ
い
．
な
お
、
免
権

雛
鰐
矯
媚
耀
繍
糠
雛
金

を
受
け
る
時
に
非
瑳
不
利
髪
り
ま
年

す
が
、
追
納
と
い
っ
て
、
免
除
を
受
け

て
か
ら
十
年
以
内
で
あ
れ
ば
、
そ
の
当

時
の
保
険
料
額
で
納
め
る
事
が
出
来
ま

す
。
　
（
追
納
す
れ
ば
年
金
額
は
保
険
料

を
納
め
た
人
と
同
じ
に
な
り
ま
す
。
）
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ゆとりができたとき追納（10年前まで

さかのぼることができる）すると、保

険料を納めたと同じ年金額になります。
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唖度のあらましと

農地区分

　
松
代
町
農
業
委
員
会
で
は
、
昭
和
五

三
年
度
か
ら
向
う
三
ケ
年
間
（
昭
和
五

五
年
度
ま
で
）
適
用
す
る
標
準
小
作
料

を
改
訂
い
た
し
ま
し
た
。

　
現
在
、
小
作
料
に
は
、
統
制
小
作
料

と
標
準
小
作
料
と
よ
ば
れ
る
二
種
類
が

あ
り
ま
す
が
、
こ
れ
は
、
昭
和
四
五
年

十
月
一
日
の
農
地
法
の
改
正
施
行
に
よ

っ
て
小
作
料
の
制
度
が
、
大
き
く
変
っ

た
た
め
の
も
の
で
あ
り
ま
す
。

統
制
小
作
料
と
は
、
小
作
料
の
最
高
額

が
法
律
に
よ
っ
て
統
制
さ
れ
て
い
る
こ

と
を
い
い
、
こ
れ
は
昭
和
四
五
年
の
法

改
正
で
撤
廃
さ
れ
ま
し
た
が
、
特
例
と

し
て
、
法
改
正
以
前
か
ら
の
小
作
契
約

が
あ
っ
た
も
の
に
つ
い
て
は
、
十
年
間

（
昭
和
五
五
年
九
月
三
十
日
ま
で
）
継

続
さ
れ
て
い
る
た
め
、
現
在
も
適
用
さ

れ
て
い
ま
す
。

　
一
方
、
法
改
正
以
後
に
お
い
て
、
新

た
に
小
作
契
約
を
結
ぶ
場
合
の
小
作
料

は
、
農
業
委
員
が
定
め
た
小
作
料
の
標

準
額
（
こ
れ
を
標
準
小
作
料
と
い
う
）

を
目
安
と
し
て
、
当
事
者
（
地
主
と
小

作
人
）
が
話
し
合
い
に
よ
っ
て
定
め
る

こ
と
に
改
正
さ
れ
ま
し
た
。

　
農
業
委
員
会
で
は
、
こ
の
標
準
小
作

料
を
定
め
（
改
訂
）
た
場
合
に
は
、
農

家
に
周
知
す
る
と
共
に
、
契
約
小
作
料

が
耕
作
者
の
経
営
の
安
定
を
阻
害
す
る

程
度
ま
で
高
い
と
認
め
ら
れ
た
場
合
は
、

当
事
者
に
そ
の
減
額
を
勧
告
す
る
こ
と

が
で
き
る
と
さ
れ
て
い
る
制
度
で
あ
り

ま
す
。

こ
の
標
準
小
作
料
は
、
経
済
事
情
等
の

情
勢
に
適
応
す
る
た
め
、
三
年
毎
に
改

訂
さ
れ
ま
す
。
今
年
は
そ
の
年
に
あ
た

り
、
次
の
表
の
よ
う
に
改
訂
が
行
な
わ

れ
ま
し
た
。

改訂標準小作料
　　　　　　10アール当り
農　　地　　区　　分 標準小作料

1級地　（圃場整備完了地区） 　　　円26，000

2級地　（未整備地480Kg以上） 20，000

3級地　（　〃　450Kg　） 17，000

4級地　（　〃　420Kg　） 14，000

5級地　（　〃　　390Kg以下） 11，000

　
こ
の
表
の
農
地
区
分
は
お
お
む
ね
、

次
の
と
お
り
で
あ
り
ま
す
。

1
級
地
ー
県
単
以
上
の
圃
場
整
備
事
業

　
　
　
　
が
完
了
し
た
地
区
。

2
級
地
ー
圃
場
整
備
が
さ
れ
て
い
な
い

　
　
　
　
地
区
（
以
下
5
級
地
ま
で
同

　
　
　
　
じ
）
で
、
自
然
条
件
、
利
用

　
　
　
　
条
件
も
大
変
良
好
で
、
農
地

　
　
　
　
が
比
較
的
ま
と
ま
っ
て
団
地

　
　
　
　
化
さ
れ
、
反
収
も
四
八
○
晦

　
　
　
　
以
上
は
見
込
ま
れ
る
生
産
性

　
　
　
　
の
高
い
極
上
田
を
い
う
。

3
級
地
ー
自
然
条
件
、
利
用
条
件
も
良

　
　
　
　
く
、
反
収
も
四
五
〇
晦
程
度

　
　
　
　
は
見
込
ま
れ
る
上
田
を
い
う
。

4
級
地
ー
自
然
条
件
か
利
用
条
件
の
い

　
　
　
　
ず
れ
か
一
方
が
悪
く
、
反
収

　
　
　
　
も
四
二
〇
梅
程
度
し
か
見
込

　
　
　
　
ま
れ
な
い
中
田
を
い
う
。

5
級
地
ー
自
然
条
件
、
利
用
条
件
と
も

　
　
　
　
に
悪
く
、
反
収
も
三
九
〇
晦

　
　
　
　
以
下
し
か
見
込
ま
れ
な
い
下

　
　
　
　
田
を
い
う
。

※
自
然
条
件
と
は
、
農
地
の
傾
斜
、
日

　
照
、
土
性
、
排
水
等
を
い
う
。

※
利
用
条
件
と
は
、
道
路
の
整
備
状
況
、

　
通
作
距
離
、
水
利
等
を
い
う
。

》
　
￥
／

畜
産

／
α
￥
　
《

、

だ
よ
り

　
最
優
秀
賞

　
（
一
四
連
産
）

　
優
秀
賞
松
代
町
蓬
平

　
（
一
一
連
産
）
若
井
峰
治
（
よ
そ
じ
）

　
優
秀
賞
松
代
町
蒲
生

　
（
九
連
産
）
　
小
堺
患
一
（
ひ
こ
え
ん
）

　
去
る
三
月
二
十
八
日
、
上
越
畜
産
振

興
協
議
会
連
合
会
主
催
の
「
畜
産
技
術

の
向
上
を
め
ざ
す
研
究
集
会
」
の
席
上
、

肉
用
牛
連
産
コ
ン
ク
ー
ル
に
優
秀
賞
と

し
て
松
代
町
よ
り
右
記
の
二
名
が
表
彰

さ
れ
ま
し
た
。
「
畜
産
技
術
の
向
上
を

め
ざ
す
研
究
集
会
」
は
こ
れ
か
ら
毎
年

開
催
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
が
、

そ
の
趣
旨
は
「
上
越
地
方
の
畜
産
技
術

の
向
上
を
図
る
た
め
畜
産
各
部
門
の
生

産
記
録
コ
ン
ク
ー
ル
を
開
催
し
上
位
入

賞
者
の
表
彰
及
び
研
究
集
会
を
実
施
す

る
こ
と
に
よ
っ
て
技
術
交
換
お
よ
び
技

術
普
及
に
資
す
る
も
の
と
す
る
」
と
あ

り
、
連
産
記
録
の
他
に
肉
用
牛
増
体
記

録
、
飼
料
作
物
多
収
記
録
等
の
コ
ン
ク

和
牛
連
産

コ
ン
ク
ー
ル
入
賞
者

　
　
　
　
　
　
　
　
（
3
名
）

　
　
　
糸
魚
川
市
　
樋
口
甚
英

ー
ル
も
あ
り
、
又
連
産
記
録
は
肉
用
牛

の
他
に
乳
用
牛
、
豚
も
適
用
さ
れ
る
こ

と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　
尚
、
若
井
峰
治
さ
ん
、
小
堺
恵
一
さ

ん
は
共
に
こ
の
一
月
既
に
一
二
及
び
一

〇
産
目
の
子
牛
が
分
娩
さ
れ
て
い
ま
す
。

二
、
町
有
牛
の

　
　
　
貸
付
に
つ
い
て

　
町
有
牛
の
貸
付
は
昭
和
三
十
七
年
よ

り
実
施
。
昨
年
ま
で
に
延
一
三
九
頭
に

達
し
ま
し
た
。
本
年
も
二
〇
頭
の
貸
付

を
予
定
し
「
回
ら
ん
板
」
で
募
集
中
で

す
。
希
望
者
は
忘
れ
ず
に
申
し
込
ん
で

下
さ
い
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
鋤

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（



ス
ポ
ー
ツ
で
心
身
を
鍛
え
よ
う

　
　
　
　
　
　
町
体
育
協
会
が
発
足

　
生
活
の
中
に
ス
ポ
ー
ツ
を
！

　
家
族
そ
ろ
っ
て
体
力
つ
く
り
！
と
い

っ
た
言
葉
を
よ
く
き
き
ま
す
。
町
で
も

ス
ポ
ー
ツ
を
楽
し
む
人
口
が
近
年
急
激

に
増
加
し
て
き
て
い
ま
す
。

　
現
在
、
松
代
町
に
は
、
6
つ
の
種
目

別
団
体
に
合
年
新
た
に
誕
生
し
た
2
つ

の
団
体
を
加
え
た
8
つ
の
種
目
別
ス
ポ

ー
ッ
団
体
と
部
落
ぐ
る
み
で
ス
ポ
ー
ツ

に
親
し
み
、
親
睦
を
図
っ
て
い
る
2
つ

の
地
域
団
体
が
あ
り
ま
す
。
こ
の
た
び
、

こ
れ
ら
の
団
体
の
連
絡
統
一
を
図
り
、

よ
り
一
層
ス
ポ
ー
ツ
に
親
し
む
機
会
を

拡
充
し
て
ゆ
く
た
め
に
松
代
町
体
育
協

会
が
発
足
し
ま
し
た
。

会
長
は
関
谷
甲
子
夫
さ
ん

　
　
　
　
　
（
大
正
医
院
院
長
）

副
会
長
は
島
田
健
司
さ
ん

　
　
　
　
　
（
町
教
育
長
）

　
〃
　
　
樋
口
政
栄
さ
ん

　
　
　
　
　
（
町
ス
キ
ー
協
会
長
）

～

　
理
事
．
代
議
員
に
は
各
種
目
別
団
体

の
会
長
、
副
会
長
、
事
務
局
長
が
選
任

さ
れ
て
い
ま
す
。
事
務
局
は
公
民
館
内

に
あ
り
ま
す
。

　
現
在
加
盟
し
て
い
る
団
体
は
、

　
野
球
協
会
・
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
協
会
・

バ
ド
ミ
ン
ト
ン
協
会
・
ス
キ
ー
協
会
・

剣
道
愛
好
会
・
卓
球
協
会
・
バ
ス
ケ
ッ

ト
ボ
ー
ル
同
好
会
・
マ
ラ
ソ
ン
の
会
・

太
平
友
の
会
・
南
部
ス
ポ
ー
ッ
ク
ラ
ブ

の
ーo
団
体
で
す
。

　
本
年
度
も
各
種
目
別
協
会
主
催
に
ょ

る
ス
ポ
ー
ツ
大
会
や
教
室
が
色
々
と
計

画
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
家
族
や
友
人
誘
い
合
っ
て
気
軽
に
参

加
し
て
楽
し
ん
で
下
さ
い
。

　
次
号
に
、
太
平
友
の
会
の
活
動
内
容

を
紹
介
し
ま
す
。

　ん彬．

ぐ£

問
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戸
籍
の
知
識
⑤

戸
・
除
籍
の
閲
覧
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…
㈹
　
住
民
票
に
つ
い
て
は
自
由
に
…

…
　
閲
覧
で
き
る
と
聞
い
て
い
る
が
、
…

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

…
　
戸
籍
簿
や
除
籍
簿
を
閲
覧
す
る
…

し
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

…
　
こ
と
は
許
さ
れ
て
い
る
の
か
。
　
…
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㈲
　
住
民
基
本
台
帳
は
、
何
人
で
も
、

　
市
町
村
長
に
対
し
て
、
そ
の
閲
覧
の

　
請
求
が
で
き
、
市
町
村
長
が
こ
れ
を

　
拒
む
こ
と
が
で
き
る
の
は
、
執
務
に

　
支
障
が
あ
る
場
合
そ
の
他
正
当
な
理

　
由
の
あ
る
場
合
に
限
ら
れ
て
い
る
。

　
と
こ
ろ
で
、
戸
籍
簿
や
除
籍
簿
に
つ

い
て
も
従
前
は
閲
覧
す
る
こ
と
が
認

め
ら
れ
て
い
た
。
し
か
し
、
戸
籍
簿

の
閲
覧
に
よ
っ
て
、
プ
ラ
イ
バ
シ
ー

が
侵
害
さ
れ
る
お
そ
れ
が
生
ず
る
と

こ
ろ
か
ら
昭
和
五
十
一
年
の
戸
籍
法

改
正
に
よ
っ
て
閲
覧
制
度
が
廃
止
さ

れ
、
同
年
十
二
月
一
日
か
ら
改
正
法

が
施
行
さ
れ
た
。
こ
れ
に
よ
っ
て
、

従
来
と
か
く
い
わ
れ
て
い
た
戸
籍
や

除
籍
を
利
用
し
て
の
個
人
の
プ
ラ
イ

バ
シ
ー
を
侵
害
す
る
と
い
っ
た
行
為

は
な
く
な
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
考

え
ら
れ
る
。

　
な
お
、
戸
籍
法
上
は
閲
覧
制
度
は

廃
止
さ
れ
た
け
れ
ど
も
、
土
地
改
良

法
第
一
一
八
条
第
六
項
と
か
、
土
地

区
画
整
理
法
第
七
四
条
な
ど
の
特
別

法
に
よ
っ
て
認
め
ら
れ
て
い
る
閲
覧

制
度
は
、
従
来
ど
お
り
認
め
ら
れ
て

い
る
、
と
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
官

公
署
の
職
員
が
職
務
上
閲
覧
の
必
要

が
あ
る
と
き
は
、
そ
の
要
請
に
応
じ

て
、
閲
覧
を
認
め
て
さ
し
つ
か
え
な

い
も
の
と
さ
れ
て
い
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
璽
」
4
タ
9
D
（
璽
」

～
～

（4）

戸
籍
の
窓
口
か
ら

四
月
受
付
分
（
受
付
順
）

淳
つ
二
ん
敷
園

お
め
で
と
盧
磁

市
川
淳
士
・
柳
由
美
子
　
池
之
畑
前
坂

石
口
幸
男
・
藤
ノ
木
一
美
子
松
代
吉
野
屋

襲砦　
　
　
　
父
浩

高
橋
真
一
　
　
　
長
男
　
松
代
高
清
屋

　
　
　
　
母
き
え
子

　
　
　
　
父
紘
次

高
橋
弘
美
　
　
　
三
女
　
小
荒
戸

　
　
　
　
母
フ
ミ
　
　
　
　
は
し
ご
だ

　
　
　
　
父
敏
一

柳
貴
子
　
　
　
二
女
奈
良
立
上
ノ
山

　
　
　
　
母
す
み
ゐ

　
　
　
　
父
金
一

小
堺
悟
　

長
男
蓬
平
小
松
屋

　
　
　
　
母
玉
枝

　
　
　
　
父
政
秋

石
川
大
資
　
　
　
長
男
　
松
代
高
校

　
　
　
　
母
孝
子

　
　
　
　
父
義
光

柳
春
明
　

二
男
松
代
義
城
屋

　
　
　
　
母
春
枝

　
　
　
　
父
健
一
郎

小
山
健
男
　
　
　
三
男
桐
山
源
左
工
門

　
　
　
　
母
叶
子

　
　
　
　
父
三
忠

上
妻
聡
子
　
　
　
長
女
　
蒲
生
駐
在
所

　
　
　
　
母
喜
美
江

関
谷
充
福
　
八
五
オ
　
千
年
　
上
の
原

樋
口
久
好

高
野
　
茂

中
村
モ
ミ

市
川
正
義

中
沢
勝
吉

室
岡
リ
セ

九七六七二五
四八八六八三
オオオオオオ

田
野
倉
ば
ん
ね
ん

松
代
　
弥
平
さ

清
水
　
塚
　
元

田
沢
　
ほ
し
ば

諏
訪
峠
坂
　
口

池
尻
　
徳
五
郎

　人ロのうこき
　　5月1日現在
世帯数　1，952（十　2）

人口男　3，778←6）
　女3，844（一16）
　計7，622（一22）

　7

66
73

亡
出
計

死
転
減

　8

43
51

雌
麟



保
健
衛
生
シ
リ
ー
ズ
⑫

母
子
保
健
推
進
員
を
紹
介
し
ま
す

　
乳
児
死
亡
や
死
産
を
な
く
し
、
健
康

な
赤
ち
ゃ
ん
を
産
み
育
て
て
も
ら
う
に

は
、
地
域
の
皆
さ
ん
の
協
力
が
非
常
に

大
切
な
こ
と
で
す
。
そ
の
た
め
に
、
松

代
町
で
は
昭
和
4
5
年
か
ら
、
母
子
保
健

推
進
員
を
設
置
し
て
、
活
動
し
て
頂
い

て
お
り
ま
す
。
当
時
は
お
医
者
さ
ん
や

助
産
婦
さ
ん
か
ら
遠
い
部
落
だ
け
で
し

た
が
、
5
1
年
度
か
ら
は
婦
人
会
の
お
力

添
え
で
全
部
落
に
お
き
、
町
の
母
子
保

健
の
推
進
事
業
に
大
変
協
力
し
て
頂
い

て
お
り
ま
す
。

●
　
仕
事
の
内
容
は
次
の
よ
う
な
こ
と

　
で
す
。

1
　
妊
婦
に
専
門
家
の
診
察
を
受
け
早

　
く
妊
娠
届
を
す
る
よ
う
に
す
す
め
る
。

2
　
市
町
村
が
行
う
妊
産
婦
、
乳
幼
児

　
検
診
を
対
象
者
全
員
が
う
け
る
よ
う

昭和53年度松代町母子保健推進員は次の方々です。

　
に
す
す
め
る
。
対
象
者
を
訪
問
し
て

　
受
診
状
況
等
を
役
場
に
連
絡
す
る
。

3
　
役
場
と
家
庭
を
結
ぶ
パ
イ
プ
役
を

　
す
る
ほ
か
、
母
子
に
関
す
る
情
報
を

　
役
場
へ
知
ら
せ
る
。

4
　
母
子
保
健
に
関
す
る
学
級
（
新
婚

　
．
母
親
・
育
児
等
）
が
効
果
を
上
げ

　
る
よ
う
に
、
対
象
者
に
受
講
す
る
よ

う
す
す
め
る
。

5
　
そ
の
他
、
市
町
村
長
か
ら
依
頼
さ

　
れ
た
活
動
や
調
査
に
協
力
し
た
り
、

　
各
種
医
療
給
付
制
度
を
該
当
者
に
知

ら
せ
そ
の
活
用
を
図
っ
た
り
し
ま
す
。

●
　
推
進
員
の
任
期
は
2
年
に
な
っ
て

　
い
ま
す
が
、
仕
事
の
性
質
上
な
る
べ

　
く
長
く
続
け
て
頂
き
た
い
と
考
え
て

　
い
ま
す
。

　
町
で
は
年
2
回
推
進
員
の
研
修
会
を

行
っ
た
り
上
越
地
区
の
研
修
会
に
出
て

も
ら
っ
た
り
し
て
、
勉
強
し
て
頂
い
て

い
ま
す
。
又
推
進
員
を
中
心
に
し
て
、

家
族
計
画
の
勉
強
を
進
め
て
い
る
部
落

も
い
く
つ
か
あ
り
ま
す
。

　
秘
密
は
絶
対
に
守
ら
れ
て
い
ま
す
の

で
、
安
心
し
て
ご
相
談
下
さ
っ
て
、
み

ん
な
の
力
で
松
代
町
か
ら
低
体
重
児
や

死
産
が
な
く
な
る
よ
う
努
力
し
ま
し
ょ

う
。　
昨
年
の
松
代
町
の
母
子
に
関
す
る
統

計
は
次
の
と
お
り
で
す
。

出
生
低
体
重
児

乳
児
死
亡

死
産

30584人　人人
（Z

5
0
0
9
以
下
）

（
妊
娠
4
カ
月
以

　
　
　
上
で
死
亡
し
て
生
れ
た
も
の
）

周
産
期
死
亡
1
人
（
妊
娠
29
週
か
ら

　
　
出
産
後
－
週
未
満
で
死
亡
し
た

　
　
も
の
）

人
工
妊
娠
中
絶
　
1
7
人

部　落 世帯主 氏　　　　名 屋　号 電話番号
松　　代 嵩　一 高橋　　　笑 仲　　屋 7－9381
〃 隆 関谷サクヨ でんぞう 7－9279
小荒戸 益　雄 笠原利枝子 又　　七 7－7428
太　平 賢太郎 市川　　チイ 浦 7－7569
菅　刈 啓　　吉 柳　　　光子 中屋敷 7－7359
田　沢 卯　　吉 高橋　春子 万　蔵 7－7339
池之畑 政　一 山賀千枝子 こうじ屋 7－9644
下　山 喜四郎 宮沢　　ミネ 上 7－9772
千　　年 力 高橋　洋子 さじべえ 7－2625
池　尻 辰　男 室岡　一恵 大　家 7－8341
会　沢 貞　雄 小野島文子 南　屋 7－9493
清　水 政　　吉 秋山美津子 田　中 7－9566
桐　　山 敬　一 寺崎　　カズ 海　　老 7－9596
蓬　平 一　雄 若井　一子 かじや 7－9473
東　山 秀　治 山岸　時子 浦 7－9766
海　老 登美夫 若月ナツエ 大　下 7－9795
犬　伏 兵二郎 柳　　　マイ 林　年 7－7318
孟　地 昌　治 柳　　ミヨノ 下　村 7－7231
片桐山 丈　孔 山岸　フミ 浦 7－2155
滝　沢 栄　作 高橋　繁尾 清　水 7－7158
苧の島 勝一郎 石田　　マス 新　宅 7－7202
田野倉 政　重 池田田鶴子 隠　居 7－8639
仙　　納 宗一郎 本柳　玲子 水　上 7－8188
田　代 国　友 中村美笑子 ひがしや 7－9113
あざみ平 善　蔵 高橋　　イネ 米右工門 7一・8229
小　貫 栄　作 中村　輝子 林 7－8257
寺　　田 理　助 井上　　トシ 中　屋 7－8534
名　平 良　　一 菅井　　ツタ 入 7－8574
蒲　生 喜久治 小堺　幸子 小堺ラ’“ 7－2175
儀　明 寅　吉 小堺　マサ 原のそで 7－8774
福　島 平　　司 西潟都伊子 か　　み 8－2062
袋良立 春　　吉 柳　　　スイ 新　屋 8－4744
室　　野 久　　年 佐藤イツ子 元屋敷 8－2067
〃 靖　夫 佐藤　悦子 分 8－4231
竹　所 庄次郎 中条　春子 いえの下 8－4384
濁 春　　夫 谷沢コハル う　　え 8－4422
峠 輝　一 横尾キクノ 干　　場 8－4347

細
勇　市 山岸　　京 吉田屋 8－4287
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交
通
事
故
・
そ
の
他
の
犯
罪
で
、
犯

人
を
処
罰
す
る
に
は
、
裁
判
所
の
裁
判

に
よ
ら
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　
裁
判
所
に
犯
人
の
処
罰
を
求
め
る
（

こ
れ
を
起
訴
と
い
う
）
の
は
、
検
察
官

の
仕
事
で
す
。
し
か
し
、
検
察
官
は
す

べ
て
の
犯
人
を
起
訴
す
る
わ
け
で
は
な

く
、
検
察
官
の
判
断
で
起
訴
し
な
い
（

こ
れ
を
不
起
訴
と
い
う
）
も
の
も
あ
り

ま
す
。

　
犯
罪
の
被
害
者
な
ど
で
、
こ
の
不
起

訴
処
分
に
不
服
の
か
た
は
、
検
察
審
査

会
へ
審
査
の
申
し
立
て
が
で
き
ま
す
。

　
検
察
審
査
会
は
国
民
の
代
表
と
し
て

衆
議
院
議
員
の
選
挙
権
を
有
す
る
者
の

中
か
ら
「
く
じ
」
で
選
ば
れ
た
十
一
人

の
検
察
審
査
員
で
構
成
さ
れ
、
審
査
の

申
立
て
を
受
け
る
と
、
事
件
の
真
相
を

調
査
し
、
犯
人
が
起
訴
さ
れ
る
べ
き
も

の
と
判
断
し
た
と
き
は
、
検
事
正
に
そ

の
旨
を
勧
告
す
る
国
の
機
関
で
す
。

　
詳
し
く
は
、
左
記
へ
お
尋
ね
く
だ
さ

い
。
　
〒
九
四
三

上
越
市
大
手
町
一
番
二
六
号

　
新
潟
地
方
裁
判
所
高
田
支
部
内

　
　
高
田
検
察
審
査
会
事
務
局

電
話
　
上
越
局
（
〇
二
五
五
）

　
　
　
　
　
　
　
二
四
ー
五
一
六
〇
番

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
切

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
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撚
縫
灘
欝
鰹
灘
羅
鞭
纒
灘
灘
灘
纒
懸
灘
撚
灘

　
　
　
　
ト
リ
ム
シ
リ
ー
ス

　
春
を
告
げ
る
桜
の
花
も
終
り
農
作
業

も
一
段
と
忙
し
く
な
る
時
期
と
な
り
、

我
々
身
体
は
同
じ
型
で
働
く
と
不
良
姿

勢
の
習
慣
化
が
重
な
り
、
骨
格
筋
の
張

力
低
下
に
よ
っ
て
身
体
に
負
担
が
増
大

し
ま
す
。
そ
ん
な
時
、
手
軽
な
ス
ポ
ー

ツ
で
骨
格
筋
の
低
下
を
防
止
し
、
豊
か

で
健
康
な
毎
日
を
過
ご
し
て
み
ま
せ
ん

か
？
　
今
回
は
〃
お
は
よ
う
ト
リ
ム
！
〃
で

す
。“

目
ざ
ま
し
ト
リ
ム
”

ー
ふ
と
ん
の
上
で

D
　
伸
び
の
次
に
は
膝
を
か
か
え
て
横

　
向
き
に
な
る
。

　
眠
い
目
を
こ
す
り
な
が
ら
大
き
く
伸

び
そ
こ
で
力
を
抜
か
な
い
で
続
け
て
膝

を
強
く
抱
き
、
そ
の
姿
勢
か
ら
左
向
き

に
な
り
、
次
に
右
向
き
に
な
っ
て
か
ら
、

天
井
を
向
い
て
力
を
抜
い
て
足
を
伸
ば

し
ま
す
。
　
　
　
　
　
．

熱
／7＼〆、肇

／＼

窯
ず

　
　
〔
！
／ア

号
、肉

、偏
　
　
＼

　
＼
　
　
Ok

　2
　
大
き
い
大
の
字
に
な
る
。

　
両
手
を
横
に
伸
ば
し
た
ま
ま
、
足
を

開
い
て
大
の
字
姿
勢
に
な
り
ま
す
。
少

し
ず
っ
足
の
開
き
を
大
き
く
し
て
、
腿

が
痛
い
ぐ
ら
い
ま
で
伸
ば
す
よ
う
に
し

ま
す
。
で
き
る
人
は
手
で
腰
を
支
え
て

足
を
前
後
に
開
く
よ
う
に
す
れ
ば
、
胃

の
調
子
も
よ
く
、
二
日
酔
い
対
策
の
運

動
と
し
て
も
す
す
め
ら
れ
ま
す
。

弓

．
撃
》

／准

麹c一（’丸
　／’

の
　
ひ
じ
で
顔
を
は
さ
む

　
ふ
と
ん
に
横
に
な
っ
た
ま
ま
、
首
の

後
ろ
で
指
を
組
み
、
両
ひ
じ
で
顔
を
は

さ
む
よ
う
に
し
て
軽
く
叩
き
ま
す
。

1ラ

囹き

／一7

ラ
4
　
顔
と
首
を
こ
す
る
。

　
皮
膚
を
こ
す
り
合
せ
る
こ
と
は
健
康

上
、
美
容
上
に
も
よ
い
こ
と
は
古
く
か

ら
知
ら
れ
て
い
る
の
で
、
高
令
者
、
女

性
は
、
毎
日
、
顔
は
も
ち
論
、
と
く
に

首
す
じ
を
温
く
な
る
ま
で
手
の
平
で
こ

す
り
ま
し
ょ
う
。
こ
の
う
ち
少
く
と
も

二
つ
以
上
す
る
こ
と
で
す
。
起
き
抜
け

の
一
分
で
も
二
分
で
も
〃
目
覚
し
ト
リ

ム
！
は
有
効
で
す
。

～
あ
な
た
は
何
時
頃
に
セ
ッ
ト
し
ま
す
か
～

　　　　凹0蘇～《！1

＠P鼠笠〃
　　　　⑨）θ

一 （
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”
1
0
歳
”
の
体
力
差

　
　
運
動
す
る
人

　
　
　
　
　
し
な
い
人

　
文
部
省
が
行
っ
た
、
「
体
力
運
動
能

力
調
査
」
と
い
う
の
が
あ
り
ま
す
。

　
こ
れ
は
週
に
三
～
四
回
以
上
継
続
し

て
運
動
を
行
っ
て
い
る
人
と
、
ほ
と
ん

ど
運
動
を
し
な
い
人
と
の
運
動
能
力
を

調
査
し
た
も
の
で
す
。
こ
の
中
で
二
十

五
歳
か
ら
二
十
九
歳
ま
で
の
人
を
み
ま

す
と
、
男
女
と
も
「
走
る
」
能
力
に
つ

い
て
あ
ま
り
差
が
出
て
い
ま
せ
ん
。

　
し
か
し
、
筋
肉
の
強
さ
を
表
わ
す
、

「
走
幅
と
び
」
の
能
力
に
つ
い
て
は
、

男
で
は
約
六
十
セ
ン
チ
、
女
で
は
約
三

十
セ
ン
チ
も
開
き
が
あ
り
ま
す
。
同
じ

調
査
の
中
で
、
四
十
歳
以
上
の
人
を
比

較
す
る
と
差
は
さ
ら
に
ひ
ろ
が
り
、
運

動
を
し
て
い
る
人
と
し
て
い
な
い
人
と

の
間
に
は
、
男
の
場
合
で
お
よ
そ
十
歳

ほ
ど
の
体
力
差
が
出
て
い
ま
す
。

　
五
十
歳
～
五
十
四
オ
の
年
令
層
で
運

動
を
し
て
い
る
人
の
体
力
は
、
四
十
オ

～
四
十
四
オ
で
運
動
し
て
い
な
い
人
と

ほ
ぼ
お
な
じ
で
す
。
し
か
も
千
五
百
メ

ー
ト
ル
急
歩
で
は
約
二
十
秒
も
ま
さ
っ

て
い
ま
す
。
又
、
同
年
令
層
間
で
の
比

較
で
は
、
運
動
を
し
て
い
る
人
の
体
力

を
一
〇
〇
と
す
る
と
、
し
て
い
な
い
人

の
体
力
は
ほ
ぼ
そ
の
八
○
～
八
五
％
く

ら
い
し
か
な
い
こ
と
が
わ
か
り
ま
す
。

目
立
つ
子
供
の

体
力
低
下

　
最
近
の
子
供
は
、
体
格
の
割
り
に
は

体
力
の
低
下
が
目
立
ち
ま
す
。
た
と
え

ば
、
ジ
ャ
ン
グ
ル
ジ
ム
か
ら
と
び
下
り

た
だ
け
で
足
首
を
折
っ
た
り
、
畳
の
上

で
後
ろ
へ
手
を
つ
い
た
ら
鎖
骨
が
折
れ

た
な
ど
、
ち
ょ
っ
と
考
え
ら
れ
な
い
よ

う
な
、
事
故
が
起
こ
っ
て
い
ま
す
。

　
こ
れ
は
、
体
力
が
十
分
で
な
く
、
と

く
に
背
筋
力
が
低
下
し
て
い
て
す
ぐ
転

ん
だ
り
、
と
っ
さ
の
身
の
こ
な
し
が
で

き
な
く
な
っ
て
い
る
こ
と
を
示
し
て
い

ま
す
。
親
も
子
供
も
体
力
低
下
几
考

え
て
み
る
と
恐
ろ
し
い
こ
と
で
す
。
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近
年
走
る
事
に
対
す
る
関
心
が
高
ま

っ
て
来
て
お
り
、
町
内
で
も
朝
夕
走
っ

て
い
る
人
が
見
ら
れ
ま
す
。
走
る
事
は
、

何
時
で
も
何
処
で
も
誰
で
も
楽
し
む
事

の
出
来
る
の
が
魅
力
で
環
境
に
恵
ま
れ

た
松
代
で
は
最
も
親
し
め
る
ス
ポ
ー
ツ

だ
ろ
う
と
思
い
ま
す
。
走
る
事
を
通
じ

健
康
作
り
を
と
、
今
回
松
代
マ
ラ
ソ
ン

ク
ラ
ブ
を
結
成
し
5
月
か
ら
活
動
を
始

め
る
事
に
し
ま
し
た
。
誰
も
が
自
由
に

参
加
出
来
ま
す
の
で
こ
れ
か
ら
ラ
ン
ニ

　9”・””””■”■■■”・”1”””””””・■■9”．・”1””1”・・””．”9””■”・”1”・1．■811．”””

””””1”III”””58”量llII”1”・”””一””■”1・”1”■9””1””1”・1”””1“8・・”1－6””II

ン
グ
を
や
っ
て
み
よ
う
と
思
う
方
は
是

非
参
加
し
て
下
さ
い
。

《
目
　
的
》
　
走
る
事
を
通
じ
健
康
作

り
を
し
相
互
の
親
睦
を
図
る
。

《
練
習
日
》
　
月
二
回

　
　
　
　
　
（
第
一
・
第
三
日
曜
日
）

朝
6
時
3
0
分
よ
り
松
代
小
学
校
に
集
合

準
備
運
動
後
3
0
分
程
度
の
軽
い
ラ
ン
ニ

ン
グ
を
し
ま
す
。
雨
天
の
場
合
は
体
育

館
で
行
い
ま
す
。

　
会
　
長
　
　
高
橋
　
徳
さ
ん
（
高
校
）

　
事
務
局
　
　
高
橋
　
博
　
　
　
（
役
場
）

　
　
　
　
　
　
堀
川
一
郎
　
　
（
〃
）

五
月
の
練
習
日
は
七
日
と
二
一
日
で
す
。

参
加
は
自
由
で
す
の
で
〃
走
っ
て
み
よ

う
か
な
〃
と
思
っ
て
お
ら
れ
る
方
々
は

是
非
参
加
し
て
下
さ
い
。

県民スポーッの日

　松代大会は

　〃

ノ

r
r
r
r
r
r
r
r
r
r
r
f
r
r
r
r
r
r
r
r
r
r
r
r
r
r
r
r
r
r
r
r
r
r
r
r
r
r
r
r
r
r
r
r
r
r
r
r
r
r
r
r
r
r
r
r
r
r
r
r
r
r
r
r
r
r

第
3
回
町
内
親
善

　
　
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
大
会

　
松
代
町
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
協
会
主
催
に

よ
る
町
内
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
大
会
（
第
3

回
）
が
、
四
月
十
六
日
松
代
高
校
体
育

館
で
行
な
わ
れ
ま
し
た
。

　
協
会
で
は
、
毎
週
火
曜
日
に
松
代
小

学
校
体
育
館
で
、
午
後
七
時
半
か
ら
九

時
半
ま
で
、
主
婦
、
親
子
、
職
場
の
方
、

小
学
生
を
対
象
と
し
た
バ
ド
ミ
ン
ト
ン

教
室
を
開
設
し
、
技
術
の
向
上
と
楽
し

い
仲
間
作
り
に
励
ん
で
い
ま
す
が
、
各

選
手
と
も
教
室
で
の
成
果
を
十
分
に
発

揮
し
、
大
熱
戦
が
展
開
さ
れ
、
盛
況
に

終
了
い
た
し
ま
し
た
。
大
会
の
上
位
成

績
者
は
次
の
と
お
り
で
す
。

〇
一
般
ダ
ブ
ル
ス
の
部

　
優
勝
　
石
口
松
雄
・
瀬
沼
伸
彦

　
2
位
　
柴
田
剛
志
・
鈴
木
洋
一

〇
一
般
シ
ン
グ
ル

　
優
勝
　
石
口
　
松
雄

　
2
位
　
宮
林
　
秀
次

　
3
位
　
三
井
　
英
夫

　
　
　
　
柳
　
　
　
久

◇
中
学
生

　
優
勝

　
2
位

　
3
位

◇
中
学
生

　
優
勝

　
2
位

　
3
位

　
〃

◇
小
学
生

　
優
勝
　
高
野

　
2
位
　
石
口

　
3
位
　
斉
木

　
〃
　
小
林

◇
小
学
生

　
優
勝
　
植
木

　
2
位
　
柳

　
3
位
　
関
谷

　
〃
　
高
橋

6月25日です
　（第4日曜日）

（
男
子
の
部
）

市
川
　
　
清

植
木
　
　
勲

鈴
木
　
　
進

（
女
子
の
部
）

高
野
　
良
子

植
木
ま
す
み

若
月
　
　
恵

福
島
　
和
美

（
男
子
の
部
）

　秀春
尚雄夫宏

（
女
子
の
部
）

英
恵
　
泉
直
美
美
由
希

●
パ
ド
ミ
ン
ト
ン
協
会
よ
り

　
六
月
二
十
五
日
に
第
四
回
親
善
バ
ド

・
・
、
ン
ト
ン
大
会
（
県
民
ス
ポ
ー
ツ
の
日
）

を
予
定
し
て
い
ま
す
。

バ
ド
・
・
、
ン
ト
ン
教
室
で
は
、
ラ
ケ
ッ
ト

等
の
用
意
が
し
て
あ
り
ま
す
の
で
運
動

靴
を
持
参
し
て
、
気
軽
に
ど
な
た
で
も

参
加
し
て
楽
し
ん
で
く
だ
さ
い
。

　
毎
年
多
数
の
み
な
さ
ん
の
参
加
を
得

て
盛
大
に
行
な
わ
れ
て
い
る
「
県
民
ス

ポ
ー
ツ
の
日
・
松
代
大
会
」
が
6
月
2
5

日
（
日
曜
日
）
に
開
催
さ
れ
ま
す
。

　
先
の
新
潟
国
体
を
記
念
し
、
地
域
ス

ポ
ー
ッ
の
振
興
と
関
心
を
高
め
、
体
力

の
増
強
と
明
朗
性
を
養
う
こ
と
を
目
的

に
、
毎
年
六
月
県
下
一
斉
に
行
な
わ
れ

て
い
る
こ
の
大
会
も
、
第
十
四
回
目
を

迎
え
ま
し
た
。
ス
ポ
ー
ッ
活
動
は
、
健

康
を
増
進
す
る
だ
け
で
な
く
、
人
間
関

係
の
和
を
深
め
、
連
帯
性
を
高
め
る
意

識
づ
く
り
に
大
い
に
役
立
ち
ま
す
。

　
種
目
は
、
卓
球
・
一
般
バ
レ
ー
ボ
ー

ル
．
婦
人
パ
レ
ー
ボ
ー
ル
・
バ
ド
ミ
ン

ト
ン
・
レ
ク
リ
ェ
ー
シ
ョ
ン
等
を
予
定

し
て
い
ま
す
。
ど
う
か
今
か
ら
準
備
し

て
、
数
多
く
皆
さ
ん
の
チ
ー
ム
が
参
加

さ
れ
る
こ
と
を
期
待
し
て
い
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（



毎
月
1
0
日
は

“
交
通
安
全

家
庭
の
日
”

◎
屡
◎
◎
◎
◎
心
⑨
◎
◎
◎

團
梅
雨
期
に
激
増

　
　
　
　
　
　
　
　
　
◎
◎
⑥
◎
◎
◎
◎
…
◎
◎

　
毎
日
が
う
っ
と
う
し
い
梅
雨
空
の
六

月
は
、
連
日
の
雨
で
道
路
が
た
い
へ
ん

滑
り
や
す
く
な
っ
て
い
ま
す
。

　
昨
年
の
統
計
か
ら
み
て
も
、
六
月
の

雨
の
日
の
交
通
事
故
は
、
全
国
で
約
一

万
件
近
い
。
三
、
四
、
五
月
の
各
月
の

雨
の
日
の
五
千
件
前
後
に
く
ら
べ
る
と
、

倍
近
い
数
字
と
な
り
、
梅
雨
シ
ー
ズ
ン

が
い
か
に
交
通
事
故
発
生
の
危
険
が
増

大
し
て
い
る
か
わ
か
り
ま
す
。

　
ド
ラ
イ
バ
ー
に
と
っ
て
、
雨
の
日
は

視
界
が
狭
く
な
る
う
え
に
、
路
面
が
滑

り
や
す
く
、
車
は
ち
ょ
う
ど
氷
の
上
を

走
っ
て
い
る
と
考
え
て
も
い
い
ほ
ど
危

険
度
が
高
く
な
り
ま
す
。

　
ド
ラ
イ
バ
ー
の
み
な
さ
ん
は
、
次
に

こ
わ
い

“
ハ
イ
ド
回
プ
レ
ー
ニ
ン
グ
”

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
現
象

　
雨
の
日
、
高
速
で
走
行
中
、
い
ち
ば

ん
こ
わ
い
の
が
「
ハ
イ
ド
ロ
プ
レ
ー
ニ

ン
グ
現
象
」
で
す
。

　
坊
主
タ
イ
ヤ
の
よ
う
に
、
タ
イ
ヤ
の

溝
の
摩
耗
が
激
し
い
と
路
面
の
水
を
タ

イ
ヤ
溝
で
排
水
し
き
れ
な
く
な
り
、
タ

イ
ヤ
が
路
面
か
ら
浮
き
あ
が
り
、
ち
ょ

う
ど
水
上
ス
キ
ー
を
し
て
い
る
よ
う
な

状
熊
に
な
っ
て
し
ま
い
ま
す
が
、
こ
れ

を
「
ハ
イ
ド
ロ
プ
レ
ー
ニ
ン
グ
現
象
」

と
い
い
ま
す
。

　
こ
う
い
う
状
熊
に
な
る
と
、
ブ
レ
ー

キ
が
き
か
な
く
な
っ
た
り
、
ハ
ン
ド
ル

を
き
っ
て
も
車
の
方
向
を
変
え
る
こ
と

が
で
き
な
く
な
り
ま
す
。

あ
げ
る
当
然
の
注
意
事
項
を
も
う
い
ち

ど
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。

●
　
晴
れ
の
日
よ
り
も
グ
ー
ン
と
速
度

　
を
落
と
し
、
車
間
距
離
を
十
分
に
と

　
り
ま
し
ょ
う
。

●
　
工
事
現
場
の
鉄
板
や
路
面
電
車
の

　
レ
ー
ル
な
ど
は
、
滑
り
や
す
く
な
る

　
の
で
特
に
注
意
し
ま
し
ょ
う
。

●
　
ワ
イ
パ
ー
は
常
に
整
備
し
て
お
き

　
ま
し
ょ
う
。

　
　
そ
の
ほ
か
、
ブ
レ
ー
キ
の
作
動
は

　
十
分
か
、
タ
イ
ヤ
の
空
気
圧
は
ち
ょ

　
う
ど
い
い
か
、
点
検
整
備
を
怠
ら
な

　
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

●
　
視
界
が
狭
く
な
る
た
め
、
道
路
の

　
デ
コ
ボ
コ
や
歩
行
者
の
有
無
に
つ
い

　
て
、
無
意
識
に
も
見
込
み
判
断
し
が

　
ち
で
す
が
、
〃
見
込
み
運
転
〃
は
絶

　
対
に
や
め
ま
し
ょ
う
。

●
　
雨
の
降
り
は
じ
め
は
、
歩
行
者
は

　
ぬ
れ
ま
い
と
し
て
先
を
急
ぎ
ま
す
。

十
分
気
を
つ
け
て
く
だ
さ
い
。

●
　
高
速
道
路
で
は
、
ラ
ジ
ェ
ー
タ
ー

　
の
水
も
れ
は
な
い
か
、
フ
ァ
ン
ベ
ル

　
ト
の
張
り
ぐ
あ
い
は
い
い
か
、
タ
イ

　
ヤ
が
摩
耗
し
て
ス
リ
ッ
プ
サ
イ
ン
が

　
出
て
い
な
い
か
な
ど
、
と
く
に
注
意

　
し
ま
し
ょ
う
。

　
ハ
イ
ド
ロ
プ
レ
ー
ニ
ン
グ
現
象
は
、

ス
ピ
ー
ド
を
出
し
て
い
て
、
タ
イ
ヤ
摩

耗
が
大
き
く
、
空
気
圧
が
低
い
ほ
ど
発

生
し
や
す
く
、
路
面
の
水
た
ま
り
の
水

深
が
一
セ
ン
チ
く
ら
い
が
い
ち
ば
ん
危

険
で
す
。

　
こ
の
よ
う
な
条
件
が
重
な
れ
ば
、
時

速
六
十
キ
ロ
で
も
発
生
す
る
可
能
性
が

あ
る
の
で
す
。

　
万
一
、
こ
の
現
象
が
起
き
た
と
き
は
、

ア
ク
セ
ル
を
戻
し
、
エ
ン
ジ
ン
ブ
レ
ー

キ
で
速
度
を
落
と
し
ま
し
ょ
う
。

　
あ
わ
て
て
ハ
ン
ド
ル
を
切
っ
た
り
、

急
ブ
レ
ー
キ
を
か
け
る
と
横
す
べ
り
を

起
こ
し
、
車
の
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
を
失
い
、

大
事
故
の
も
と
に
な
り
ま
す
。

　
水
溜
り
を
脱
出
後
は
し
ば
ら
く
の
間
、

半
ブ
レ
ー
キ
の
状
熊
で
走
り
、
ブ
レ
ー

キ
ラ
イ
ニ
ン
グ
を
乾
か
す
よ
う
に
し
て

く
だ
さ
い
。

ブレーキは“停止距離“を

　　　　　　　　考えて

，　』

（8）

り
．

蛭即．タ㌔雌ソ
錐逮‘怒；危∵ξ零r、　
）
、

響
帰

　
車
は
急
に
は
止
ま
れ
ま
せ
ん
。

　
運
転
者
が
危
険
を
感
じ
て
か
ら
ブ
レ

ー
キ
を
踏
み
、
ブ
レ
ー
キ
が
実
際
に
き

き
始
め
て
車
が
停
止
す
る
ま
で
に
、
か

な
り
の
距
離
（
停
止
距
離
）
を
走
り
ま

す
。　
乾
い
た
路
面
と
、
雨
の
降
り
は
じ
め

の
路
面
で
は
、
停
止
距
離
が
ど
れ
く
ら

い
違
う
か
比
べ
て
み
ま
し
ょ
う
。

　
時
速
四
十
キ
ロ
で
新
品
タ
イ
ヤ
の
場

合
、
乾
い
た
路
面
で
は
七
・
九
メ
ー
ト

ル
。
雨
の
降
り
は
じ
め
で
は
十
五
・
七

メ
ー
ト
ル
。

　
時
速
六
十
キ
ロ
で
は
、
前
者
が
十
七

・
八
メ
ー
ト
ル
。
後
者
は
四
十
・
五
メ

ー
ト
ル
の
停
止
距
離
を
必
要
と
し
ま
す
。

　
そ
し
て
タ
イ
ヤ
が
摩
耗
し
て
い
れ
ば
、

も
っ
と
状
況
は
悪
く
な
り
、
雨
の
降
り

は
じ
め
の
路
面
で
、
時
速
四
十
キ
ロ
の

場
合
は
二
十
一
メ
ー
ト
ル
、
時
速
六
十

キ
ロ
の
ス
ピ
ー
ド
で
は
、
な
ん
と
五
十

七
メ
ー
ト
ル
も
の
距
離
が
な
い
と
、
車

は
止
ら
な
い
の
で
す
。

　
さ
ら
に
、
高
速
道
路
の
場
合
で
は
、

晴
れ
た
日
で
さ
え
、
お
よ
そ
時
速
八
十

キ
ロ
だ
と
八
十
メ
ー
ト
ル
、
時
速
百
キ

ロ
だ
と
百
メ
ー
ト
ル
の
停
止
距
離
が
必

要
で
す
。
こ
れ
が
、
雨
の
日
と
な
る
と

い
か
に
危
険
か
、
も
う
お
分
か
り
で
し

ょ
う
。

　
そ
の
う
え
、
降
り
は
じ
め
は
、
車
輪

と
路
面
の
摩
さ
つ
抵
抗
が
い
ち
ば
ん
小

さ
く
、
縦
滑
り
、
横
滑
り
な
ど
、
い
わ

ゆ
る
ス
リ
ッ
プ
が
発
生
し
や
す
い
状
態

に
な
り
ま
す
。

　
で
す
か
ら
、
停
止
距
離
を
よ
く
考
え

て
、
ス
ピ
ー
ド
は
控
え
目
に
、
そ
し
て

十
分
な
車
間
距
離
を
と
る
こ
と
を
忘
れ

な
い
よ
う
に
し
た
い
も
の
で
す
。



文化遺産を後世に
民俗資料を収集しています

⑲

　
民
俗
資
料
の
収
集
を
始
め
ま
し
た
。

　
産
業
経
済
の
進
展
、
社
会
構
造
の
う

つ
り
か
わ
り
と
と
も
に
、
町
内
の
伝
統

的
な
生
活
様
式
や
風
俗
習
慣
も
変
わ
っ

て
き
て
い
ま
す
。
こ
れ
に
と
も
な
っ
て

私
達
の
祖
先
が
日
常
生
活
の
中
で
作
り

だ
し
、
愛
用
し
て
き
た
〃
民
俗
資
料
〃

も
急
速
に
失
わ
れ
て
行
こ
う
と
し
て
い

ま
す
。

　
こ
の
よ
う
な
と
き
に
あ
た
り
、
こ
れ

ら
の
貴
重
な
文
化
遺
産
を
保
護
し
、
永

く
後
世
に
伝
え
る
目
的
で
民
俗
資
料
の

収
集
を
行
う
も
の
で
す
。

　
こ
の
〃
民
俗
資
料
〃
の
収
集
に
あ
た

っ
て
は
、
次
の
要
領
で
町
民
の
み
な
さ

ん
か
ら
広
く
収
集
す
る
こ
と
に
し
て
い

ま
す
の
で
、
目
的
を
ご
理
解
い
た
だ
き

み
な
さ
ん
の
ご
協
力
を
お
願
い
い
た
し

ま
す
。

☆
収
集
方
法
は
こ
の
よ
う
に

・
町
民
の
み
な
さ
ん
か
ら
協
力
を
い
た

だ
き
、
寄
贈
し
て
い
た
だ
け
る
資
料
が

あ
る
場
合
は
、
連
絡
を
い
た
だ
け
れ
ば

役
場
か
ら
出
向
い
て
受
領
し
ま
す
。

・
家
の
新
築
・
改
築
、
あ
る
い
は
大
掃

除
な
ど
の
お
り
に
「
こ
ん
な
物
は
ど
う

か
な
」
と
思
っ
た
ら
連
絡
を
し
て
く
だ

さ
い
。

☆
ど
ん
な
資
料
を
収
集
す
る
の
か

・
衣
、
食
、
住
、
生
業
、
信
仰
、
年
中

行
事
な
ど
に
用
い
ら
れ
た
衣
服
、
家
具

農
具
類
な
ど
で
、
町
民
の
生
活
の
う
つ

り
か
わ
り
を
理
解
す
る
た
め
に
欠
く
こ

と
の
で
き
な
い
も
の
。

☆
わ
か
ら
な
い
こ
と
は

　
民
俗
資
料
の
収
集
に
つ
い
て
わ
か
ら

な
い
こ
と
が
あ
り
ま
し
た
ら
教
育
委
員

会
へ
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

芸支

嵐鮎㍉ヤい

驚4

し
ぶ
み
俳
句
会

　
「
雪
中
鍛
練
俳
句
大
会
」

　
　
　
　
　
三
月
三
日
於
山
平
旅
館

　
　
　
　
　
　
　
春
山
他
石
先
生
選

く
ぐ
り
戸
を
開
け
れ
ば
炉
火
の
赤
々
と

日
脚
伸
ぶ
山
に
向
か
い
て
眼
鏡
ふ
く

師
を
迎
う
丈
余
の
雪
の
句
会
か
な

雪
疲
れ
と
て
卵
酒
飲
む
女
か
な

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
六
　
花

マ
ン
ト
着
て
尼
僧
の
顔
の
お
だ
や
か
に

雛
の
日
に
雪
見
の
客
も
奥
越
路

二
人
立
ち
一
人
座
れ
る
官
女
か
な

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
淡
　
水

久
々
に
青
さ
嬉
し
き
雪
間
か
な

淡
雪
の
眉
に
と
ま
り
て
雛
迎
え

永
き
日
の
宿
直
と
な
り
て
酒
を
酌
む

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
善
　
一

月
欠
け
て
洞
泉
弾
寺
春
浅
し

蓉
弊
の
道
弥
生
と
な
る
も
雪
九
尺

き
さ
ら
ぎ
や
疵
の
炭
の
に
お
い
し
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
瀞
　
舟

雪
深
し
寺
の
入
口
庫
裡
だ
け
に

梅
一
輪
部
屋
の
明
る
＆
贈
び

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
悠
　
歩

山
の
神
祭
る
弓
矢
を
雪
に
立
て

身
丈
越
す
雪
除
け
開
く
納
屋
大
戸

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
枯
　
水

手
折
り
た
る
冬
芽
の
い
ぶ
き
ほ
の
ぼ
の

と
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
公
　
明

電
柱
も
半
ば
埋
め
て
雪
深
し

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
紅
　
茶

埋
れ
家
に
雪
見
の
客
に
雛
の
宴

豪
雪
の
対
策
本
部
二
月
果
て

ニ
ン
月
に
一
枚
は
ず
し
窓
の
板

客
の
席
び
ょ
う
ぶ
を
立
て
て
大
藁
屋

友
見
舞
う
吹
雪
の
町
を
バ
ス
に
ゆ
れ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
八
千
代

雪
折
れ
の
青
き
一
枝
杉
落
葉

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
き
く
代

御
水
取
り
越
の
山
々
雪
深
し

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
常
　
仙

熊藁貞　静　立

男水風石

俳
句
　
　
”
桜
〃

　
　
千
年
　
柳
　
　
　
茶
　
水

で
ひ
こ
ゆ
と
今
朝
の
電
話
も
花
の
こ
と

酒
の
酔
花
の
ベ
ン
チ
に
深
眠
り

夜
桜
や
満
月
上
げ
て
人
の
波

散
る
花
に
池
の
白
鳥
羽
根
ふ
る
う

　
く
も
花
曇
り
遂
に
一
卜
雨
来
り
け
り

廃
屋
の
庭
に
変
ら
ぬ
さ
く
ら
か
な

だ
れ
か
れ
と
な
く
美
し
と
山
さ
く
ら

山
さ
く
ら
ニ
タ
又
道
辺
に
松
も
あ
り

レ
ス
ト
ラ
ン
ニ
階
に
干
物
山
笑
ふ

ス
ト
解
て
気
安
に
春
の
旅
に
た
つ

俳
句

　
　
松
代
　
本
　
柳
　
常
　
仙

小
春
日
に
梅
咲
き
老
鶯
宿
り
き
て

丹
精
す
一
輪
咲
き
し
雪
椿

山
毛
樫
芽
ふ
く
単
伝
山
の
緑
濃
し

小
春
日
の
山
木
っ
つ
き
の
木
霊
し
て

凍
渡
り
子
供
等
喜
々
と
檎
す
べ
り

雪
深
き
出
稼
ぎ
親
子
作
文
交

新
刊
図
書
の
購
入
き

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ぬ
だ

舗
魏
軒
舷
、
．
・
賦

　
公
民
館
で
は
昭
和
5
3
年
度
に
購
入
整

備
す
る
図
書
を
選
定
中
で
す
。

　
み
な
さ
ん
か
ら
公
民
館
図
書
を
愛
読

し
て
い
た
だ
く
た
め
、
次
の
と
お
り
図

書
の
購
入
希
望
を
承
り
整
備
し
た
い
と

思
い
ま
す
。
六
月
末
日
ま
で
に
町
総
合

セ
ン
タ
ー
内
公
民
館
図
書
係
ま
で
申
出

下
さ
い
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
鋤

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（



羅震、峯豊叢莚ξ

税
金
は
み
ん
な
の

た
め
に
使
わ
れ
る

　
私
た
ち
が
健
康
で
快
適

な
生
活
が
で
き
る
よ
う
に
、

国
や
地
方
公
共
団
体
は
い

ろ
い
ろ
な
活
動
を
行
っ
て

い
ま
す
。

　
こ
れ
ら
の
活
動
に
必
要

な
費
用
は
、
私
た
ち
み
ん

な
が
分
担
し
合
っ
て
い
か

な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

こ
れ
が
税
金
と
い
う
わ
け

で
す
。

　
国
の
活
動
を
表
わ
す
昭
和
五
十
三
年

度
の
一
般
会
計
予
算
は
三
十
四
兆
二
千

九
百
五
十
億
円
で
、
こ
の
う
ち
の
約
六

〇
％
が
税
金
で
ま
か
な
わ
れ
て
い
ま
す
。

★
歳
出
千
円
あ
た
り
で
は

私
た
ち
の
健
康
や
生
活
を
守
る
た
め
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
二
百
三
十
七
円

住
宅
や
道
路
な
ど
の
整
備
の
た
め
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
百
五
十
九
円

教
育
や
科
学
技
術
の
振
興
の
た
め
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
百
十
二
円

地
方
財
政
の
援
助
の
た
め
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
百
七
十
一
円

国
土
防
衛
の
た
め
に
　
　
　
五
十
五
円

国
債
の
償
還
や
利
子
支
払
の
た
め
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
九
十
四
円

そ
の
他
い
ろ
い
ろ
な
施
策
の
た
め
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
百
七
十
二
円

（
関
東
信
越
国
税
局
広
報
資
料
か
ら
）

“
た
ば
こ
”
は

　
　
松
代
町
の

　
　
　
　
　
販
売
店
で

　
　
買
い
ま
し
ょ
う

　
あ
な
た
が
吸
う
た
ば
こ
一
本
に
つ
い

て
、
お
お
よ
そ
一
円
二
十
三
銭
の
消
費

税
が
町
に
納
入
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
昭
和
5
2
年
度
の
松
代
町
の
た
ば
こ
消

費
量
（
販
売
本
数
）
は
約
一
、
五
二
四

万
六
千
本
で
、
町
に
納
入
さ
れ
た
消
費

税
は
約
一
千
八
五
〇
万
円
に
な
り
町
税

の
1
5
％
に
あ
た
り
ま
す
。

　
た
ば
こ
を
他
の
市
町
村
で
買
い
ま
す

と
消
費
税
は
他
の
市
町
村
の
も
の
に
な

っ
て
し
ま
い
ま
す
。

◎
電
話
工
事
の
注
文
は
お
早
め
に

　
新
築
、
改
築
等
で
電
話
機
、
電
話
線

等
を
動
か
す
時
は
、
で
き
る
だ
け
十
五

日
位
の
余
裕
を
み
て
ご
連
絡
下
さ
い
。

　
　
　
　
　
　
タ
　
　
　
　
　
タ

工
事
日
は
毎
週
水
曜
日
と
金
曜
日
に
決

っ
て
い
ま
す
。

　
又
新
築
、
改
築
の
際
は
忘
れ
ず
に
電

気
屋
さ
ん
に
、
電
話
の
配
管
工
事
を
し

て
も
ら
っ
て
下
さ
い
。

◎
電
話
加
入
者
の
名
義
は
変
り
ま

　
せ
ん
か
？

　
加
入
者
の
名
義
や
電
話
帳
掲
載
の
名

義
が
亡
く
な
ら
れ
た
方
の
お
名
前
に
な

っ
て
お
り
ま
せ
ん
か
。

こ
の
場
合
、
電
報
電
話
局
に
そ
の
旨
の

届
出
を
し
て
い
た
だ
く
こ
と
に
な
っ
て

お
り
ま
す
の
で
、
戸
籍
謄
（
抄
）
本
と

印
鑑
を
ご
持
参
の
う
え
手
続
き
を
し
て

下
さ
い
。
詳
し
い
こ
と
は
松
代
電
報
電

話
局
（
七
ー
二
二
〇
〇
番
　
無
料
）
へ
。

◎
電
話
番
号
変
更
の
お
知
ら
せ

　
五
十
二
年
九
月
か
ら
五
十
三
年
四
月

三
十
日
ま
で
の
間
に
新
設
、
変
更
さ
れ

た
電
話
番
号
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

・
新
設

若
井
利
晴
　
　
七
ー
二
二
八
七

前
田
屋
給
油
所
七
ー
二
三
四
〇

柴
田
茂
　
七
ー
二
一
二
九

市
川
栄
治
　
　
七
ー
九
二
一
六

座
間
経
夫
　
　
七
ー
二
一
四
七

福
田
道
路
松
代

　　　　松
””””代

〃
十
六
号

〃
十
七
号

〃
十
八
号

〃
二
十
号

七七七七
l　l　l　l

＿L一　＿二一　＿1－r．』一

／￥／￥ノ￥ノ￥

九八七六

　
〃
二
十
一
号
七
ー
二
六
四
〇

　
〃
二
十
二
号
七
ー
二
六
四
一

　
〃
二
十
三
号
七
ー
二
六
四
二

　
〃
二
十
五
号
七
ー
二
六
四
三

松
代
農
協

修
理
セ
ン
タ
ー
七
ー
二
一
四
八

松
代
流
雪
溝

　
　
ポ
ン
プ
室
七
ー
九
三
一
二

平
林
土
木

松
代
作
業
所

小
島
幸
司

高
橋
春
吉

石
沢
三
平

山
岸
輝
治

菅
井
亀
太
郎

・
変
更

タ
カ
ス
ミ

　
　
美
容
院

相
沢
美
知

小
堺
長
一

小
堺
　
真

小
堺
政
道

柳
　
誠
一

村
山
政
行

米
持
時
計
店

松
代
農
協

奴
奈
川
支
所

小
堺
勇
治
郎

小
堺
陽
七
郎

七七七七七七
l　l　i　l　l　l

八八九七七二
三四七一三一
七〇五五〇四
八〇六七〇四

八八七七七七七七
l　l　l　l　l　l　l　l

二四八八二二二二
〇五三四一一一一
三一六六〇四五四
三四〇八七三〇二

㈹
〃〃〃〃〃〃〃〃

池
尻

千
年

名蒲海滝犬田
平生老沢伏沢

　室蒲　儀蓬　松
”野生”明平”代

　
　
作
業
所

小
沼
幸
夫

滝
沢
武
利

若
狭
昭
夫

池
田
　
晃

松
代
分
遣
所

八八八
l　l　l

OOO一　 一　＿急一＿＿／￥

〃　〃　〃

七七七七七
l　i　l　l　l

三三一〇〇
七七九九四
五四三〇四

職
員
待
機
寮
七
ー
二
〇
五
一

吉
沢
光
学

　
松
代
工
場

善
宗
塚
住
宅

ク　ク　ク　ク

十十十十
五三二一
号号号号

七
ー
二
二
五
六

七
ー
二
六
三
二

七
ー
二
六
三
三

七
ー
二
六
三
四

七
ー
二
六
三
五

〃〃〃〃〃〃〃〃〃〃〃

探
鳥
会
o

6
月
4
日
（
第
1
日
曜
日
）

。
午
前
四
時
半
～
午
前
七
時
半

・
大
字
儀
明
地
内

　
今
年
の
探
鳥
会
を
開
催
し
ま
す
の
で

御
希
望
の
方
は
お
さ
そ
い
の
う
え
御
参

加
下
さ
い
。

　
参
加
申
込
み
は
、
松
代
郵
便
局
内
、

関
谷
八
郎
へ
電
話
か
は
が
き
で
お
ね
が

い
致
し
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
（
町
自
然
愛
護
会
）


